
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新型コロナウイルス感染症の対応について＞ 

①かかりつけ

医に電話をし

てから受診。 

②かかりつけ医が

ＰＣＲ検査実施の

必要性を判断し、

ＰＣＲ検査の依頼

を帰国者・接触者

相談センター（上

越保健所）に依頼

を出す。 

③帰国者・接触者相談センターがＰ

ＣＲ検査を実施する医療機関を調

整し、本人・家族に指示。受診の仕

方などについて詳細の説明あり。 

④ＰＣＲ検査実施医療機関を受診

し、検査を実施。 

上越保健所の指示の下、自宅待機。 

⑤ＰＣＲ検査結果陽性と判明。 

・ＰＣＲ検査実施医療機関から本人・家族に連絡。 

・入院する医療機関を県が調整し、本人・家族に入院の指

示を出す。（障害児者であっても入院は断らない） 

・上越保健所から濃厚接触者である家族に対し指示あり。 

⑥指定の医療機関へ入院。 

・県立中央病院は家族の付き添い可。（職

員の指導の下） 

・配慮すべき対応等について、相談支援専

門員を中心に地域連携センターと情報交

換。必要に応じ、ケース会議を開催。 

◎ＰＣＲ検査医療機関及び入院

医療機関へは、家族や知人など

による移動となる。 

◎どうしても家族等での対応が

難しい場合は、上越保健所へ相

談のこと。 

～入院中及び退院後の対応について～ 

・入院時の条件：本人及び付き添いの家族は部屋からは出られない。入浴もできない。 

・付き添いの家族の食事は 1日 2,000 円ほどで医療機関での準備が可能。 

・退院後本人は 4週間健康観察、家族は２週間の行動自粛となる。（上越保健所の依頼） 

）） 

１ 医療機関受診から入院までの流れ 

上越保健所窓口 

医薬予防課 

電話 025-524-6134 
上越市新型コロナウイルス

感染症総合相談窓口 

025-526-5111 

・心配があるけれど、どこに

相談したらよいのかわから

ない場合 

・医療機関への受診の仕方

で注意することはあるかな

どの総合的な相談に対応 



 

 

 

 

 

 

 

２ 家族が感染した場合 

・濃厚接触者となるため、ＰＣＲ検査を実施、2 週間の健康観察。 

① 家族による支援が可能な場合：在宅サービスによる支援を行う。通所サービスの利用はできない。 

② 家族による支援が不可能な場合：ショートステイを利用。 

３ 通所している事業所で感染者が出た場合 

・事業所の利用停止。保健所から濃厚接触者の特定及びＰＣＲ検査の実施等の指示が出る。 

・保健所の指導により、事業所の消毒を実施。 

・事業所の消毒や職員の人員確保の状況により再開。 

・ＰＣＲ検査で陰性の場合でもあっても、2週間、保健所による健康観察を受ける。 


